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Usefulness of separately evaluating lymphatic and venous vessel invasion 

in cervical adenocarcinoma 

（子宮頸部腺癌において脈管侵製を リンパ管と静脈に区別する有用性について）
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静脈いずれも独立 した 予後因子に はな ら なか
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静 脈侵製 1が遠隔再発の リ ス ク 因子であ つ た。

子宮 I頸部腺癌において脈管侵製を リ ン ノ‘゚ 邸目 と

静脈に区別 して評価す る
.,.. 

と は遠隔再 発 の リ‘一

ス ク 因子 ，評 価 の ＇ために有用 で あ る 可能性が示

さ れた。
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